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特別記事：

アナン国際連合事務総長に
名誉博士称号を授与



1997年に事務総長に就任したアナン氏は、国連が置かれ 

た厳しい環境の中で、世界平和、開発、人権など国際社会 

が直面している重要課題に有効に対処するために、国連内 

外で大きなリーダーシップを発揮しており、2001年には国 

連とともにノーベル平和賞を受賞した。紛争や貧困が一人 

ひとりの人間の生命や尊厳を脅かす状況が続く中で、氏は 

「人間の安全保障」の考え方を国際社会に定着させる上で 

も大きな貢献を果たしている。古田元夫理事・副学長の朗 

読した功績書によると、このような氏の取り組みが、東京 

大学憲章で世界の公共性と平和に貢献することをうたい、 

大学院「人間の安全保障」プログラムなどを開設した本学 

の研究・教育の使命や方向に合致しており顕彰に値すると 

評価され、今回の授与となった。 

５月18日、コフィ A. アナン国際連合事務総長に小宮山宏総長から名誉博士称号（本学では３人目）が授与され、引 

き続いてアナン氏による記念講演が催された。アナン夫人も出席し、会場となった安田講堂には学内外から多数の参加 

者があった。早々と定員に達したため事前参加登録ができなかった人々が同時中継の映像・音声を流した法文２号館333 

教室に多数集まり、関心の高さをうかがわせた。 

特別 
記事 

アナン国際連合事務総長に名誉博士称号を授与 
― We need to come together and work out global solutions. 

国際社会に働きかけた功績 

小宮山総長の挨拶、ヒンケル国際連合大学学長の祝辞に 

続く記念講演の中で、アナン氏は日本が、広島・長崎の悲 

惨な経験を有する国として自らが非核に徹するだけでなく、 

今年で加盟50周年になる国連の中で軍縮や軍備管理の分野 

で貢献してきたことを高く評価した。アナン氏は今日の国 

際社会が直面している最重要課題のひとつとして核をめぐ 

る問題に焦点を当てた。危機に瀕している核不拡散体制や 

北朝鮮やイランをめぐる核問題をめぐって、交渉・協議に 

おける関係国の非妥協的な態度を批判し、外交を通じての 

解決しかあり得ないことを強調した。また、安全保障理事 

会の改革を含む国連改革の必要性についても言及した。 

核をめぐる国際緊張に警鐘 

本学の歴代名誉博士 アマルティア・セン博士 （2002年２月） 

フィリップ・ウォレン・アンダーソン博士 （2002年12月）
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春の紫綬褒章授賞

大学院総合文化研究科・山内昌之教授が本年春の紫綬
褒章を受章いたしました。

山内昌之　大学院総合文化研究科教授

山内昌之教授の研究は、
なによりも歴史学の実証
的手法と国際政治学の理
論的枠組の総合を試みた
ものです。このために、
山内教授はまず、トルコ
系世界を中心とするイス
ラーム地域研究だけでな
く、アラブ系世界を含め
た国際関係史の新たな枠
組みを設定しました。こ
の比較や相関の方法によ
って、山内教授は新たな
研究の地平を切り開いて
いきました。
第一に、第一次世界大

戦後のオスマン帝国の解
体と中東新秩序の形成をソビエト・ロシアとの関係で明
らかにしました。これは英仏の中東関与だけに焦点をし
ぼりがちな従来の欧米と日本の研究の問題関心と異質な
視座を学界に提供することになりました。第二に、ロシ
ア帝国とソビエト連邦の内部に存在しながら「忘れられ
たイスラーム」ともいうべきヴォルガ＝ウラル中流域、
カフカース、中央アジアのトルコ系世界の民族運動とイ
スラーム社会運動の存在に着目し、イスラームとナショ
ナリズムと社会主義・共産主義との連関のダイナミズム
を日本で初めて究明しました。第三に、イスラーム世界
を含むソ連内部の民族問題に注目しながら、「帝国」と
してのソ連の解体を予見し、ロシア人とムスリム系諸民
族や他の少数民族間との相互関係を明らかにしました。
第四に、山内教授は現代イスラームの政治社会現象の分
析に迫る分野においても先駆的な研究者のひとりでもあ
ります。

これらの業績は、『現代のイスラム―宗教と権力』
『スルタンガリエフの夢』『The Green Crescent under
the Red Star』(トルコ語版もあり)『ラディカル・ヒス
トリー』『納得しなかった男―エンヴェル・パシャ
中東から中央アジアへ』などの著作として発表され、
数々の受賞に輝いています。
山内教授の研究に刺激されて後続の世代が着実に中東

や中央アジアの地域研究やそれらに関わる国際関係史の
分野に参入し、大きな成果をあげつつあります。日本に
おけるイスラームや中東への関心が批判的かつ客観的な
学問として成長したのは、山内教授の努力と研究による
ところが大きいと言えます。また、複雑な中東情勢や民
族問題などの政治・社会現象に際して、その研究成果と
専門知識を生かしつつ、各種メディアにおいて適格なコ
メントと分析を行い、さらに、中東文化ミッションやア
ラブとの対話に参加しながら、バランスのとれた日本の
世論形成に貢献してきたことは特筆されるでしょう。

（大学院総合文化研究科　本村凌二）

東京大学運動会では、４月６・７日の両日、駒場キャ
ンパス900番講堂において講演会「絆～魅力ある運動会
への招待」を開催いたしました。現在社会の第一線でご
活躍されているOB・OGをお招きし運動会の多様な魅力
を語っていただいて、新入生に運動部に対する関心を持
ってもらおうと、今年から始めた企画です。また、当日
は、講演に加え、小宮山宏運動会会長（S42卒、アメリ
カンフットボール部）と谷垣禎一財務大臣（S47卒、ス
キー山岳部）からのビデオメッセージも伝えました。
６日は、積水化学工業㈱社長の大久保尚武氏（S37卒、

漕艇部）と薬学部講師の仙石慎太郎氏（H８卒、ヨット
部）をお迎えしました。
大久保氏は、大学で養うべき知力以外の体力や感受性

の重要性を説かれるとともに、学生時代に厳しい練習を
共有した仲間とは一生の友情が育めると強調され、将来
リーダーとして各方面で活躍するため、ぜひ運動会でい
ろいろな経験をしてほしいと新入生を激励されました。
また、仙石氏は、運動会の魅力として「知的筋力（氏

の造語）」、「建設的競争」、「人間力」の３つを提唱され、

東京大学運動会新入生向け講演会
開催される

学生部
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粘り強く考え抜く際に求められるものが知的筋力である
こと、お互いに高めあうような建設的な競争がこれから
の日本に必要ということ、部活動を通しての縦横の人脈
や濃密な交流で養われる人間力は非常に得がたいもので
あるということなどをお話されました。
７日には、三菱商事㈱顧問の高島正之氏（S39卒、ラ

グビー部）と、弁護士（長島・大野・常松法律事務所）
の桐谷曜子氏（H12卒、洋弓部）をお迎えしました。
高島氏は、リーダーの育成こそ東京大学の最大の使命

であると説かれ、社会のリーダーとなるべき素養を運動
会で養って欲しいとし、多くのリーダーが運動会出身で
あることを示されました。また、運動会が民主的かつ初
心者を歓迎する伝統を持つことを他に類を見ない魅力と
してお話されました。
また、桐谷氏は、勉強だけでいいのか、という疑問を

会場に投げかけられました。勉強に加え課外活動もしっ
かりやるくらいの能力が東大生にはあるはずで、社会で
はその程度のことが求められる、というお話でした。ま
た、他では得がたい体験として「ブレイクスルー」を挙
げられ、長い間苦労した末につかんだ重要な発見という
ものは、その体験そのものがすばらしいということを説
かれました。
この度の講演会を通して運動会の「絆」を伝えること

ができたことは、運動部の将来にとって意義ある試みで
あったと考えています。今後も継続し、さらに運動会の
魅力をアピールしていく所存です。

５月８日（月）から12日（金）にかけて、今年で５回
目となる新領域創成科学研究科の新入大学院生の中から
16名を対象とした海洋環境臨海実習が、国際沿岸海洋研
究センター（岩手県上閉伊郡大槌町）にて行われた。

今回は、海洋観測の基本手法、海水の化学分析の講
義・実習、プランクトン実習、データロガーの講義等が
行われた。
参加した大学院生達は、本センター共同利用研究員宿

泊所に宿泊しながら、海洋調査船「弥生」に乗船しての
海水・プランクトンの採取やデータロガーによるデータ

附属国際沿岸海洋研究センターにて
海洋環境臨海実習が行われる

海洋研究所

調査船「弥生」に乗船してのプランクトン実習

大竹センター長の挨拶を聞く実習参加生

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1338 ６月７日（水）６月14日（水）６月20日（火）
1339 ６月21日（水）６月28日（水）７月４日（火）
1340 ７月５日（水）７月12日（水）７月19日（水）
1341 ７月19日（水）７月26日（水）８月１日（火）
1342 ９月６日（水）９月13日（水）９月20日（水）
1343 ９月20日（水）９月27日（水） 10月３日（火）
1344 10月４日（水） 10月11日（水） 10月18日（水）
1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）



14 No.1337   2006. 5. 31

採取等、フィールドワークを中心とした本センターの特
色を活用した実習を行い、東京の研究室では得られない
貴重な経験に大いに満足した様子であった。
なお、この実習は来年度も行われる予定である。

５月に設立10周年を迎えた国際・産学共同研究センタ
ー（CCR）は、５月11日（木）に岡村定矩理事・副学長
（総長代理）、結城章夫文部科学事務次官、岡村正経団連
副会長（東芝会長）、吉川弘之元東京大学総長をはじめ
とする産官学を代表する方々をお招きし、企業・学外団
体68名を含む150名を越える参加者のもとで10周年記念
式典を挙行した。

式典は、まず横井秀俊センター長によるCCRの歴史紹
介と抱負を含めた開式の辞で始まり、岡村理事よりCCR
の学内での役割と今後への強い期待をこめた式辞を、ま
た来賓を代表して結城事務次官より、わが国と文部科学
省における産官学連携活動取組み強化の現状と、東京大
学およびCCRに強く期待するとの祝辞を頂いた。

前田正史生産技術研究所長、橋本和仁先端科学技術研
究センター所長から、設立時からの支援組織ならではの
アドバイスと期待、力強い支援表明の言葉を頂いたのち
に、岡村経団連副会長より記念講演を賜わった。

岡村副会長は、産業界がいかに産官学の連携を渇望し
ているか、特に学には「社会を先導する強い個を育て世
に出してもらいたい」との具体的かつ高度な要望を述べ
られ、CCRの今後の10年への指針を与えて頂いた。

祝賀会では、CCR設立当時の東京大学総長、先端研セ
ンター長、生研所長であった吉川弘之（独）産業技術総
合研究所理事長、岸輝雄（独）物質・材料研究機構理事
長、鈴木基之国連大学特別学術顧問の来賓の皆様より、
当時を振り返っての苦労話と思い出が次々と紹介され、
CCRの今後に期待する旨の祝辞を頂戴した。さらに藤田
隆史東京大学産学連携本部長より、産学連携本部とCCR
との協調活動とその強化を期待する旨の祝辞を頂いた。
山田興一理事の期待を込めた乾杯のご発声の後、参加者
相互の和やかな懇談と交流の場に移り、最後に、横井セ
ンター長による、参加者の皆様に今後とも熱きご支援を
お願いしながらのお礼の言葉で、閉会となった。

国際・産学共同研究センター設立
10周年記念式典が行われる

国際・産学共同研究センター

調査船「弥生」の船上で説明を受ける実習参加院生

記念講演をされる岡村正経団連副会長

来賓祝辞を述べられる結城章夫文部科学事務次官

設立当時の思い出を紹介される吉川弘之元東京大学総長



スーパーカミオカンデ実験（岐阜県飛騨市、以下ＳＫ）
が96年４月１日に実験を開始してから、ちょうど10年が
経った。この間、ニュートリノの質量の発見など多くの
成果をあげると共に、研究の手段を地球大気や太陽で生
成される自然のニュートリノを用いた観測研究から、加
速器で作られる人工ニュートリノを用いた実験研究へと
展開させてきた。2001年に実験の要である光センサー約
7,000本を破損する事故があったが、一年後に残った光
センサーを再配置した部分再建行った。今年の４月には、
光センサーを元の数に戻す完全再建がほぼ終わったとこ
ろでもある。
５月14日（日）に「SK再建完了及び観測10周年」を

祝うＳＫ見学会、記念シンポジウム、記念祝賀会が行わ
れた。見学会には87名、シンポジウムに154名、祝賀会
に171名参加した。

シンポジウムでは、鈴木洋一郎宇宙線研究所長の開催
挨拶に続き、清水潔文部科学省研究振興局長、古田肇岐
阜県知事（代理）が挨拶を述べた。また、本学を代表し
て岡村定矩東京大学理事・副学長が挨拶をした。また、
戸塚洋二前スーパーカミオカンデ実験代表者からのメッ
セージが紹介された。ひきつづき、ＳＫ実験のこれまで
の成果や、その意義、ＳＫ実験や神岡施設の将来計画等
が熱心に議論された。荒船次郎元宇宙線研究所長は講演
の中で、「ＳＫは素粒子の基礎理論と宇宙創生理論の双
方に必要不可欠な実験である、また更なる成果を今後も
期待する」と述べられた。シンポジウムの発表資料は以
下のWEBから見ることができる。
http://www-sk.icrr.u-tokyo.ac.jp/SK10th/

祝賀会では、金子一義衆議院議員（代読）、船坂勝美
飛騨市長、鈴木厚人高エネルギー加速器研究機構長のお
祝いの言葉のあと。小柴昌俊東京大学特別栄誉教授が乾
杯の音頭をとった。

ギリシャと日本の共通点は何か？　過去30年間に起き
たマグニチュード５以上の地震の震源を世界地図にプロ
ットすると、一つの答が出る。
日本を含む環太平洋地震帯の存在はよく知られている

が、ほとんど地震の起きないヨーロッパから目を東方に
移すとギリシャ南部が震源に埋もれていることに気付
く。アフリカ・プレートとユーラシア・プレートの境界
付近に位置するギリシャも、日本と同様、地震国なので
ある。最近では1999年９月に首都アテネで死者100名を
超える被害地震（M5.8）が発生している。
このギリシャから、Evgenios CHAITIDIS（エヴゲニ

オス・ハイティディス）国会議員を団長とするギリシ
ャ・日本友好議員連盟議員団（随行者を含め10名）が、
衆議院の賓客として来日し、５月16日（火）、視察先の
一つとして地震研究所を訪問された。
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スーパーカミオカンデ実験10周年！

宇宙線研究所

ギリシャ国会議員団が地震研究所を
訪問

地震研究所

SK水槽内部を見学する参加者（水槽上から撮影）

大久保所長の挨拶を受けるギリシャ国会議員団

記念シンポジウムで講演する荒船次郎元宇宙線研究所長
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地震研では、大久保修平所長の歓迎挨拶と地震研の概
要紹介の後、平田直副所長より日本の地震予知研究につ
いて、加藤照之教授より地震研の国際活動について説明
した。また地震研が世界に先駆けて開発した海底地震計
の実験室も紹介した。

民主主義発祥の地から来られた議員の方々からは予定
時間を超過するほど数多くの質問があり、特に工学部出
身の団長からは地震に関する科学的知見を日本ではどう
防災に生かしているのかといった本質的かつ重要な質問
が寄せられた。
地震研では過去にギリシャの大学との共同研究を実施

し、また現在ギリシャ出身の大学院生も学んでいるなど、
ギリシャとのつながりが少なくない。同国では、日本と
同様、地震学研究を積極的に進めており、団長より今後
必要があれば両国の学術研究の交流について支援したい
とのご発言を頂いた。

５月17日、山形県天童市の中学生６名が海洋研究所を
訪問しました。修学旅行の一環として東京周辺の研究機
関、学校、企業を訪ね、グループ毎に設定したテーマに
ついて調べるのが目的だそうです。
海洋研究所を訪れたグループのテーマは「海の希少種」

でした。数が減ったといわれる海の希少生物の実態や保
全の対策について質問がありました。中には「クジラや
イルカは本当に数が減っているのか？」「マグロはなぜ
群れを作るのか？」など、なかなか一口では答えられな
いような難しい質問もありました。
また最近の報道でウナギ産卵場発見のニュースに接

し、「ウナギの完全養殖に向けて、今後何が計画されて
いるか？」といったかなりマニアックな問もありまし
た。
あらかじめ用意していたパワーポイントのスライドと

配布資料それに板書も併用して、約１時間半に亘って説
明しました。
セミナールームに入り、最初に行った自己紹介ではか

なり緊張の様子でしたが、質疑応答と説明が終わり、写
真撮影の頃にはすっかりうちとけ、午後に訪れるディズ
ニーランドのことなども楽しそうに話してくれました。
研究所を出て揃って歩いていく６人が立ち止まり、一

斉にぺこりと礼をした姿が妙に新鮮で初々しく、思わず
心の中で「またおいで」とつぶやいたのでした。
海洋研究所は今後もこのような様々な機会を利用して

研究所が取り組んでいる研究活動について広く知らせて
いきたいと考えています。

山形の中学生がやって来た！

海洋研究所

平田副所長によるギリシャ語を交えた
地震予知研究の説明

新築された地震研究所１号館の前での記念撮影 塚本教授の説明に聞き入る中学生
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第30回東京大学農学部公開セミナー

大学院農学生命科学研究科・農学部

大学院農学生命科学研究科・農学部では、以下の要領
でセミナーを開催します。無料で、どなたでも参加でき
ます。多くの方のご来場をお待ちしております。

第30回 東京大学農学部公開セミナー

『農学の未来』

司　会：　農学国際専攻　溝口 勝 助教授

「経済のグローバル化とこれからの農業」
農業・資源経済学専攻　本間　正義　教授

「地球気候変動と森林」
森林科学専攻　　　　　鈴木　雅一　教授

「生活習慣病と食の未来」
応用生命化学専攻　　　佐藤隆一郎　教授

パネルディスカッション－農学の未来－

日　　時：６月24日（土）13:30～16:30

場　　所：農学部 弥生講堂一条ホール
文京区弥生１－１－１
地下鉄南北線　「東大前」下車　徒歩１分
地下鉄千代田線「根　津」下車　徒歩７分

対　　象：一般（どなたでも参加できます）
定　　員：300名（当日先着順）
参 加 費：無料
問合せ先：農学系総務課 広報情報処理係

〒113-8657 文京区弥生１－１－１
TEL:03-5841-5484, 8179

教育学部附属中等教育学校のPTA広報誌が
優秀賞を受賞

教育学部附属中等教育学校のPTA広報誌「ぎんな
ん94号」が、読売新聞東京本社主催平成17年度PTA
広報誌コンクールにおいて優秀賞を受賞した。表彰式
が４月28日（金）に大手町の読売新聞本社で行われ
た。
「ぎんなん」を作成したPTA広報委員会は、保護者

18名・教員２名で構成され、「ぎんなん」の発行に向
けて、月に１～２回集まって活動を行っている。「ぎ
んなん」には、学校行事・学校の改革・教員の紹介・
部活動・PTA活動などが掲載され、生徒や教員の感
想や写真を交えて、わかりやすく紹介されている。
受賞にあたって、PTA広報委員長の鳥居理英子さ

んは、「東大附属への熱い思いを載せた一年間の集大
成！　最後にご褒美をいただいて最高にうれしいで
す」と感激を語った。
「ぎんなん94号」の編集後記のページを開くと、

〈やって良かった広報委員〉というフレーズが目に飛
び込んでくる。取材や編集などの作業を通して、苦労
されることが多かったにも関わらず、積極的に取り組
んで下さったPTA広報委員の意気込みがひしひしと
感じられる。

〈教育学部附属中等教育学校　小張朝子〉

優秀賞を受賞した「ぎんなん94号」
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開催期間：５月25日（水）～７月23日（日）
開館時間：10:00～18:00

休館日：毎週火曜日
会場：駒場博物館１階　美術博物館展示室
問い合わせ先：駒場博物館
TEL：03-5454-6139 FAX：03-5454-4929

HP：http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/2006.html

～『今年の夏休み』海に、山に、

スポーティアへ行ってみませんか？～

本学に、抜群の立地条件を誇る宿泊施設『保健体育寮
（愛称スポーティア）』があるのをご存知ですか？
スポーティアは、本学の学生・教職員、卒業生及びそ

の同伴者が利用できる施設で、伊豆や山中湖などに４箇
所あり、目的に合わせてチョイスできます。
西伊豆にあり、海水浴場まで０分の抜群のロケーショ

ンを誇るスポーティア戸田、山中湖畔の避暑地でスポー
ツが満喫できるスポーティア山中、南伊豆にあり海水浴
と温泉を満喫できるスポーティア下賀茂（テニス・フッ
トサル複合コートリニューアルオープン予定！）、乗鞍
岳中腹にあり、星降る夜空に思わず感激してしまうスポ
ーティア乗鞍とバリエーションも豊かにラインアップし
ております。特に乗鞍山麓の秘境・スポーティア乗鞍は
夏期限定となっておりますので、「星に願い」をこの機

e-mail:koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

※　第 30回を記念して、今回から受講証を発行いたし
ます。ご希望の方は、120円切手をご持参の上、
当日受付でお申込ください。
主　　催：大学院農学生命科学研究科・農学部
共　　催：（財）農学会

平成19（2007）年度東京大学大学院経済学研究科修士
課程の入学試験は、次のとおり実施される。
１．受入予定人員 81名
２．出願期間 ８月７日（月）～８月11日（金）

（郵送の場合、８月11日（金）の消印まで有効）
３．試験期日 （１）筆記試験　　９月７日（木）

（２）口述試験　　９月21日（木）
※募集要項は、経済学研究科等大学院係で配付中である。

本特別展は、主としてイスラエル博物館（エルサレム）
所蔵のユダヤ教民族文献資料パネル、在日本イスラエル
大使館所蔵の写真パネル、及び、エルサレム旧市街の古
物商バイドゥン氏所蔵の発掘出土物を通して、聖書を生
みだし、かつ聖書を生き抜いてきたユダヤ人の生活実践
の跡をたどる試みです。
なお、本展示における教育的意義のひとつは、パネル

に映し出されたヘブライ語宗教民族資料群の内容に対す
る解説と翻訳です。これは、本学大学院生の努力の賜物
であり、会場で無料配布される冊子を補助教材にしてパ
ネルを鑑賞していただければ幸いです。

学生部

保健体育寮（スポーティア）夏期特別開寮の
お知らせ

大学院経済学研究科・経済学部

修士課程の学生募集について

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場博物館特別展「聖書に生きる―トーラー
の成立からユダヤ教へ」
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情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”として、レポート・論文作成や学習・研究
に役立つ各種コースを実施しています。
通常は本郷キャンパスで開催していますが、この度、

ご要望にお応えして駒場キャンパスでも開催することに
なりました。この機会に、ぜひご参加ください。
駒場キャンパスで開催するコースは下記のとおりで

す。東京大学にご所属であれば、学生・教職員を問わず
どなたでも参加できます。お気軽にご参加ください。

●会　場：駒場キャンパス　駒場図書館（定員24名）
●コース：分野別データベースユーザトレーニング
データベースの提供元から講師を招き、実習形式で行

います。（日本語による講習です。）
※事前予約が必要です。先着順ですので、下記のサイト

からお早めにお申し込みください。

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

ご希望のデータベースを選んで参加できます。

【日時・対象データベース】

■6/27（火） Web of Science

・13:15～14:45（人文社会科学系）
・15:00～16:30（自然科学系）
＝主要な学術雑誌に掲載された論文のデータベース。

■7/4（火） 15:00～16:30 SciFinder Scholar

＝化学物質情報、科学技術文献、有機化学反応情報、
試薬・化成品のカタログ情報などを収録するデータベー
ス。

なお、分野別データベースユーザトレーニングは本郷
キャンパスでも実施します。コース詳細・お申し込みは、
下記のサイトをご覧ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

●問い合わせ先　学術情報リテラシー係（22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

会にいかがでしょうか。夏の旅行に、また研究室やサー
クルの合宿に、お気軽にご利用ください。
利用の概要は下記のとおりです。詳細については、運

動会ホームページをご参照されるか、学生部体育チーム
（運動会窓口）までお問い合わせください。

１．夏期特別開寮期間及び受付開始日

（１）夏期特別開寮期間（最終日は宿泊できません。）

（２）受付開始日

２．宿泊費（１泊２食の場合）

（※運動会員の場合は安くなります。）

３．申込場所・時間

本　郷：御殿下記念館モール階　運動会受付窓口
月曜日～金曜日　９:30～17:00

（但し、宿泊費の支払いについては、16:00

までにお願いします。）
駒　場：教養学部等学生課課外活動係（８番窓口）

月曜日～金曜日　９:00～16:30

４．問い合わせ先等

学生部学生課体育チーム（内線：22509～22511）
運動会ホームページ

http://www.undou-kai.com/

情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”in 駒場キャンパス

スポーティア戸田 ７月25日（火）
（西伊豆） ～８月24日（木）

スポーティア山中 ７月22日（土）
（山中湖） ～８月25日（金）

スポーティア下賀茂 ７月23日（日）
（南伊豆） ～８月20日（日）

スポーティア乗鞍 ７月26日（水）
（乗鞍岳） ～８月19日（土）

学生、教職員のみ利用の場合 ６月16日（金）～
学生、教職員とその家族・同伴

６月23日（金）～
者で利用の場合
卒業生等とその家族・同伴者で

６月30日（金）～
利用の場合

学生（附属学校生徒を含む） 2,500円
大学院生・教職員（※） 2,900円
卒業生・同伴者（４歳以上） 3,000円



e-mail:icclpblc@j.u-tokyo.ac.jp
FAX.03-5805-7143

法学政治学系総合教育棟101教
室（通称：法科大学院ガラス棟）

5月13日（土）
6月17日（土）
7月15日（土）

法学部連続講演会「高齢化社会と法」
※1334号参照
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

文学部英文研究室
03-5841-3830 eng@l.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

※６月２日までに往復葉書にて後援会に申し込み。
参加申込先：〒112-0001 文京区白山3-7-1東京大学大学
院理学系研究科附属植物園内小石川植物園後援会
担当:杉山宗隆助教授（03-3814-0368）
マイクロソフト先進教育環境寄附研究部門
TEL:03-5841-1727  FAX:03-5841-1729
e-mail:sympo2006@utmeet.jp
http://utmeet.jp/events/index.html

法文２号館１番大教室

教養学部900番教室

小石川植物園　柴田記念館

弥生講堂・一条ホール

6月8日（木）
17:30～18:30

6月8日（木）
18:30～

（18:00開場）

6月10日（土）
13:00～

6月14日（水）
14:00～

ジョージ･ヒューズ教授特別講演
Recent British FictionFiction or Autofiction? The
Rediscovery of the Author

教養学部第2回室内楽演奏会
J・S・バッハ6つの無伴奏チェロ組曲より
演奏鈴木秀美　※1335号参照

第51回小石川植物園市民セミナー
「単細胞クラミドモナスからボルボックスヘ：
群体と有性生殖の進化」 ※1336号参照
マイクロソフト先進教育環境寄附研究部門
設立記念シンポジウム
「大学教育の情報化、そのフロントライン」
※1336号参照

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/news/
e-mail：kz_ut2@yahoo.co.jp

社会科学研究所　ＣＲＥＰ事務局
e-mail：crep@iss.u-tokyo.ac.jp

東京大学ビジネスローセンター（ＢＬＣ）
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

東洋文化研究所　加納啓良
電話　03-5841-5863
E-mail hkano@ioc.u-tokyo.ac.jp

http://www.c.u-tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/kouen20060623.html

農学系総務課 広報情報処理係
電話　03-5841-5484、8179
mail  koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/

安田講堂

社会科学研究所大会議室

法学部25番教室

史料編纂所演習室（212号室）

数理科学研究科棟大講義室

農学部弥生講堂一条ホール

医学部
教育研究棟13階第6セミナー室

医学部
教育研究棟13階第6セミナー室

6月16日（金）
18:00～

6月20日（火）
15:00～

6月22日（木）
13:30～

6月22日（木）
15:00～

6月23日（金）
16:30～

6月24日（土）
13:30～

7月14日（金）
13:00～

7月24日（月）
13:00～

大学院医学系研究科疾患生命工学センター
分子病態医科学部門発足記念行事
“Music and Science”Krystian Zimerman氏（ピアニス
ト）を迎えての演奏会と討論会

CREP月例セミナー
最適通貨圏の形成：Euroと東アジアの場合
報告者：大瀧雅之（社会科学研究所）

第32回ビジネスローセンター公開講座

東文研セミナー
「米・砂糖・コーヒーから見た現代アジア経済史」

山内昌之教授紫綬褒章受章記念講演会
「中東国際関係史の構図―帝国の解体」

第30回 東京大学農学部公開セミナー
「農学の未来」
※19ページ参照

国際シンポジウム
From Genes to Cognition. ―遺伝子から認知へ―

国際シンポジウム
Frontiers of Human Brain Imaging. ―脳画像最前線―

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL:03（5452）6017～8 FAX 03（5452）6073
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/annex/

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/

医学系研究科疾患生命工学センター
健康・環境医工学部門　担当:掛山正心
TEL:03-5841-1415 内線21415

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

問い合わせ先：駒場博物館
TEL:03-5454-6139  FAX:03-5454-4929
HP: http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/2006.html

生産技術研究所
総合研究実験棟（An棟）

総合研究博物館小石川分館

総合研究博物館本館

医学部１号館３階
S311号室（講義室）

教養学部
11号館2階1106教室

駒場博物館１階
美術博物館展示室

4月14日（金）～6月30
日（金）18:00～
（5月5日、5月26日、6月
2日を除く各金曜日）

3月9日（木）～

4月18日（火）
～6月9日（金）

5月24日（水）、5月
31日（水）、6月2日
（金）、6月7日（水）
15:00～

4月14日（金）
～７月７日（金）

5月25日（水）
～7月23日（日）

10:00～18:00開館
休館日：毎週火曜日

第33回生研イブニングセミナー
「情報エレクトロニクスの基礎と応用」

総合研究博物館小石川分館
常設展示「驚異の部屋―The Chambers of Curiosities」

総合博物館常設展
『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを望む』展

実験動物飼育管理セミナー2006

高校生のための金曜特別講座（夏学期）

駒場博物館特別展
「聖書に生きる―トーラーの成立からユダヤ教へ」
※20ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等



23No.1337   2006. 5. 31

シンポジウム・講演会

特別記事

NEWS

コラム

INFORMATION

キャンパスニュース

募集

今回の特別記事は「コフィ・アナン氏への名誉博士称号授与式および記念講演」。アジアを歴
訪していたアナン氏の言動は世界中で注目されており、本学での講演も極めて重要な意味合い
を持っています。講演内容（英文）を掲載しましたので、ぜひ、ご一読を。今後も、学内広報
ではこのような重要な情報を漏れなくお届けしていきます。ご期待ください。（し）

02 アナン国際連合事務総長に名誉博士称号を
授与

12 春の紫綬褒章受賞

12 東京大学運動会新入生向け講演会開催される

17 調達本部です　第９回

17 コミュニケーションセンターだより　No.18

18 Flags運動部紹介　No.15

19 噴水　教育学部附属中等教育学校のPTA
広報誌が優秀賞を受賞

19 第30回東京大学農学部公開セミナー

20 修士課程の学生募集について

部局ニュース
13 海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センター

にて海洋環境臨海実習が行われる

14 国際・産学共同研究センター設立10周年
記念式典が行われる

15 スーパーカミオカンデ実験10周年！

15 ギリシャ国会議員団が地震研究所を訪問

16 山形の中学生がやって来た！

お知らせ

22 EVENT LIST

◆ 表紙写真 ◆

20 駒場博物館特別展「聖書に生きる―トーラ
ーの成立からユダヤ教へ」

20 保健体育寮（スポーティア）夏期特別開寮
のお知らせ

21 “情報探索ガイダンス”in駒場キャンパス

淡青評論
24 本をまもる

握手をするアナン国連事務総務長と小宮山総長
（２ページに関連記事）



東洋文化研究所の図書委員長というのを２年ほど務めた。ちいさな部局
とはいえ、この研究所の書庫にはアジアの諸地域から運び込まれた書物が
たくさんある。これらのなかには貴重図書として後代への保存を第一に考
えないといけないものもあり、これらは一般の書籍とは別に、保存のため
に防火や空調などの条件の整った保存庫に置きたいというのが関係者の願
いだった。貴重図書の現状を知ると図書管理者は夜もゆっくり寝られない
といわれていたが、幸い、17年度に貴重図書の保存庫設置の予算がつき多
くの方の努力によって年度末には完成した。

とりあえず箱は用意できることになり一安心だが、問題はそんなに簡単ではない。閲覧に供するというこ
とは程度の差はあれ、傷みの原因になる。しかしまったく見せないのも死蔵になってしまい問題であろう。
それで貴重な書物はデジタル画像をつくり閲覧してもらい、現物の閲覧は制限するという方針を立てている。
しかし、撮影しなければいけないコマ数は膨大である。古い書物はそれ自体傷みが進んでいるものもあり、
それらはなんらかの補修を施さないと利用できない。そのような補修は熟練した専門家のおこなう職人芸の
世界だ。対象になる書籍や巻物はひとつひとつ異なる補修を必要とする。紙一枚の補修でウン万円だかウン
十万円だかが飛んでもおかしくない。
昨年12月に研究所図書室スタッフの企画運営でアジア古籍保全についてのシンポジウムを開いた。その場

で、洋紙だけではなく、伝統的な漉きかたによる紙でも劣化、酸性紙の問題、は紙である以上必ず起こり、
大きな問題なのだ、という専門家の指摘を受けた。古い図書を保有する研究所に頭を悩ます問題をまたひと
つ増やされてしまった。
今回、保存書庫の設置に際して学内、学外、はては国外まで図書の担当者は駆け回り案を練ってくれた。

この作業は大いに役立ったが、学内には貴重な図書類を所蔵する部局はいくつもありながら、それらが個々
に培った貴重図書についての知恵を集約しているようなところはないようだった。古い書物を適切に保存で
きるためには最終的には資金がネックになるのは確かだが、書物などの保存についての専門的なノウハウを
必要に応じて引き出せるような仕組みが部局をこえて学内に設けられているといいのに、というのがこの半
年思ったことである。

鎌田　繁（東洋文化研究所教授）

本をまもる
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